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・ 比率はすべて百分率で表示し、小数点以下第 2 位を四捨五入して算出しているため、
個々の比率の合計と全体を示す数値とは一致しない場合がある。

・ 複数回答の場合は、比率の合計が 100％を上回る。
・ Nは各質問に対する回答者総数であり、比率算出の基数である。

この冊子のみかた 
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男性

44.5%女性

55.1%

無回答

0.4%

N =2537 

29歳以下
8.8%

30～39歳
13.9%

40～49歳
16.7%

50～59歳
17.3%

60～69歳
25.7%

70歳以上
17.3%

無回答

0.4%

N =2537 

3年未満
3.1% 3～9年

6.8%

10～19年
9.2%

20年以上
80.2%

無回答

0.7%

N =2537 

  調査の概要 ➊
富山市は、市の将来像やまちづくりの指針となる『総合計画』を策定し、その施策の推

進に努めています。

この意識調査は、市民の皆様に、施策の満足度や市政への要望などについてのお考え

やご意見をお伺いし、『総合計画』や今後の市政の推進に反映させていくために実施しまし

た。

無作為に抽出した 18歳以上の市民の皆様 6,000人に依頼し、2,537人、42.3％の方から回
答をいただきました。回答いただきました方の内訳は次のとおりです。

 【性別】 【年齢別】 

【居住年数別】 

調査回答者内訳
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住み良い

34.6%

まあ住み良い

54.8%

あまり住み良くない

5.2%

住みにくい

2.1%

わからない

1.9%

無回答

1.3%

N =2537 

ずっと

住み続けたい
50.0%

できるなら

住み続けたい
35.3%

いずれは市外に

引っ越したい
5.1%

すぐにでも市外に

引っ越したい
0.6%

どちらともいえない

7.8%
無回答

1.3%

N =2537 

  富山市の住み良さ ➋
① 富山市の住み心地 

● 9割近くの人が「住み良い」「まあ住み良い」と感じている 
「まあ住み良い」という回答が 54.8％と最も高く、「住み良い」（34.6％）と合わせる
と 89.4％となり、「あまり住み良くない」（ 5.2％）、「住みにくい」（ 2.1％）を合わせ
た 7.3％を大きく上回っています。

【富山市の住み心地】 

② 富山市への定住意識 

● 8割以上が「ずっと住み続けたい」「できるなら住み続けたい」と回答 
「ずっと住み続けたい」という回答が 50.0％と最も高く、「できるなら住み続けたい」
（35.3％）と合わせると、全体の 85.3％の方が今後も富山市に住み続けたいと考えてい
ます。

【富山市への定住意識】 
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53.7 

36.1 

27.7 

19.9 

12.1 

10.6 

9.5 

5.5 

4.7 

2.8 

0% 20% 40% 60%

地域になじみや愛着があるので

緑や自然環境に恵まれているので

買い物や医療など日常生活が便利なので

住宅に満足しているので

隣近所のつきあいが良いので

通勤・通学に便利なので

ごみや下水道などの衛生環境が良いので

老後の生活が安心なので

都市基盤の整備など生活環境が良いので

教育環境が良いので

【富山市に住み続けたい理由】

N = 2163

［複数回答］

35.4 

28.5 

19.4 

11.8 

9.0 

9.0 

8.3 

5.6 

4.9 

0.7 

0% 20% 40% 60%

地域になじみや愛着がないので

買い物や医療など日常生活が不便なので

老後の生活が不安なので

住宅に不満なので

通勤・通学に不便なので

都市基盤の整備など生活環境が悪いので

隣近所のつきあいがわずらわしいので

緑や自然環境に乏しいので

教育環境が悪いので

ごみや下水道などの衛生環境が悪いので

【富山市外へ引っ越したい理由】

N = 144

［複数回答］

③ 富山市に住み続けたい理由 

（前頁②の質問で、「ずっと住み続けたい」「できるなら住み続けたい」と回答した方にお伺いしました） 

●「地域への愛着」や「自然環境」が定住意識を高めている 

住み続けたい理由としては、「地域になじみや愛着があるので」が 53.7％で最も高く、
次いで「緑や自然環境に恵まれているので」（36.1％）、「買い物や医療など日常生活が
便利なので」（27.7％）の順となっています。

④ 富山市外へ引っ越したい理由 

（前頁②の質問で、「いずれは市外に引っ越したい」「すぐにでも市外に引っ越したい」 と回答した方に

お伺いしました） 

●「愛着のなさ」や「日常生活の不便さ」が引っ越したい主な理由 

引っ越したい理由としては、「地域になじみや愛着がないので」が 35.4％で最も高く、
次いで「買い物や医療など日常生活が不便なので」（28.5％）、「老後の生活が不安なの
で」（19.4％）の順となっています。

＊ その他 及び 無回答 は表示していない

＊ その他 及び 無回答 は表示していない
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快適な生活環境づくり （上下水道、動物愛護、

地域の環境美化、墓地・斎場整備など）

安全で快適なまちづくり
（食品衛生、大気・水質等の環境保全対策など）

雪に強いまちづくり
（除排雪体制強化など）

健康づくり活動の充実 （健康情報の提供、

健康相談・健康診査の充実など）

循環型まちづくりの基盤整備 （ごみ減量化・

資源化への取り組み、エコタウンの充実など）

安全・安心な消費生活の推進
（食育や地産地消、食の安定供給など）

保健・医療・福祉の連携、充実
（市民病院の充実、救急医療体制など）

学校教育の充実 （自主性や創造性を育てる教育、

教育環境の整備、安心・安全な学校づくりなど）

1位

2位

3位

4位

4位

6位

7位

8位

9位

10位

消防・救急体制の整備

公園・緑地の整備

28.1 

26.7 

23.8 

23.7 

23.7 

23.6 

23.1 

23.0 

21.2 

20.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N = 2537

  施策の満足度 ➌
富山市では 5つの“まちづくりの目標”のもと、62の施策を設定して総合計画を推進して

います。この 62の施策について、市民の皆様の満足度をお尋ねしました。
回答は 6 段階（ 満足－ほぼ満足－普通－やや不満－不満－わからない ）ですが、ここで

はそのうちの「満足」と「ほぼ満足」を合わせて『 満足 』、「やや不満」と「不満」を合わ

せて『 不満 』としました。

その上位 10項目は次のとおりです。

『 満足 』の割合が高い施策として、「快適な生活環境づくり」「消防・救急体制の整備」

「安全で快適なまちづくり」などが挙げられています。

一方、『 不満 』の割合が高い施策には、「拠点を結ぶ交通体系の再構築」「雪に強いまちづ

くり」「歩いて暮らせるまちづくりの推進」などが挙げられています。

【 『満足』 （満足＋ほぼ満足） 】 
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拠点を結ぶ交通体系の再構築
（公共交通の利便性の向上など）

雪に強いまちづくり
（除排雪体制強化など）

歩いて暮らせるまちづくりの推進
（コンパクトなまちの実現、公共交通の活用など）

賑わいと交流の都市空間の整備・充実
（富山駅周辺、中心市街地の整備など）

公共交通の利用促進 （公共交通利用意識の

啓発、ノーマイカーデーの実践など）

職員の意識改革と組織の活性化
（多様な行政ニーズに対応できる市職員の育成など）

観光資源のネットワーク化の推進
（交通網の整備、充実した観光情報の発信など）

富山ブランドの発掘・発信
（富山のイメージを高めるブランド化の推進など）

計画的で効率的な行財政運営の推進
（健全財政の維持、職員数の適正化など）

8位

1位

2位

8位

10位

とやまの魅力と活力を築くものづくり・しくみづくり
（中小企業経営基盤安定、農林漁業支援、

商店街の活性化など）

3位

4位

5位

5位

7位

45.6 

39.8 

39.3 

37.6 

36.3 

36.3 

34.1 

32.8 

32.8 

31.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N = 2537

【 『不満』 （不満＋やや不満） 】 
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  今後のまちづくりの重点 

高齢者・障害者への支援
（介護サービス基盤整備など）

子育て環境の充実
（保育サービス、放課後・地域児童健全育成事業など）

計画的で効率的な行財政運営の推進
（健全財政の維持、職員数の適正化など）

拠点を結ぶ交通体系の再構築
（公共交通の利便性の向上など）

雪に強いまちづくり
（除排雪体制強化など）

賑わいと交流の都市空間の整備・充実
（富山駅周辺、中心市街地の整備など）

職員の意識改革と組織の活性化
（多様な行政ニーズに対応できる市職員の育成など）

災害に強いまちづくり
（災害への対応機能の強化など）

保健・医療・福祉の連携、充実
（市民病院の充実、救急医療体制など）

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位
一人ひとりが尊重される平和な社会づくり
（人の個性と創造性の発揮、自然災害や事故・

事件への対応など）

6.7 

5.9 

4.8 

4.5 

4.4 

4.3 

4.2 

4.1 

4.0 

3.8 

0% 2% 4% 6% 8%

N = 2537

➍
総合計画の 62の施策のうち、最も重点的に取り組むべきであると思うものを、1つだけ選

んで回答いただきました。その上位 10項目は次のとおりです。

最も重点を置くべき施策の上位項目についてみると、福祉や医療に関する施策である「高

齢者・障害者への支援」「子育て環境の充実」「保健・医療・福祉の連携、充実」や、市の運

営に関する施策である「計画的で効率的な行財政運営の推進」「職員の意識改革と組織の活性

化」のほか、「拠点を結ぶ交通体系の再構築」「賑わいと交流の都市空間の整備・充実」とい

った、公共交通を活かしたまちづくりに関する施策などが挙げられています。

【最も重点的に取り組むべきと思うもの】 
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  市民の普段の取り組み 

1位 市政情報を得るために「広報とやま」を見るようにしている

2位 ごみの分別排出を徹底するとともに、排出ごみの減量化に取り組んでいる

3位 定期的に各種健康診断を受け、疾患の早期発見に努めている

4位 水資源の保全のため、節水を心がけている

5位 地場産品についての理解を深め、購入に努めている

6位 過剰包装を断るなどエコライフスタイルの推進に努めている

7位 地域の環境美化活動に協力している

8位 健康増進のため、スポーツ・レクリエーション活動を実践している

9位 自宅や自宅周辺などの身近な地域の緑化に努めている

10位 音楽や演劇、美術などを鑑賞し、芸術文化に親しんでいる

11位 地域の歩道や生活道路の除雪に取り組んでいる

12位 地元商店などの利用に努めている

13位 インターネットなどのICTを利活用している

14位 地域の伝統行事に参加している

15位 PTA活動や学校行事に参加している

16位 夜間外出時は、明るい服装や反射材の活用を心がけている

17位 防災物資や生活物資を備蓄している

18位 できるだけ公共交通を利用している

19位 防犯、防災、福祉などの地域活動やボランティア活動に参加している

20位 まちなかでのイベントに参加し、まちの賑わい創出に協力している

21位 おもてなしの心をもって観光客と接している

22位 学校や地域と連携しながら家庭教育を行っている

23位 公開講座を受講し、知識・技術を習得し、教養を深め感性を磨いている

24位 子育てサークルなどに参加している

25位 市政情報や市役所出前講座等を活用している

26位 機会を捉えて市政に参画している

27位 国際交流・国際協力に取り組んでいる

59.3 

55.3 

48.2 

33.6 

30.6 

29.1 

27.6 

27.1 

26.0 

22.3 

22.1 

21.1 

19.0 

18.0 

16.1 

14.5 

13.0 

12.8 

12.0 

10.7 

9.5 

8.4 

7.5 

5.2 

3.3 

2.7 

1.3 

0% 20% 40% 60%

N = 2537

［複数回答］

➎
市民の皆様が普段から行っている取り組みについて 27 項目の中から選んで回答いただき

ました。その順位は次のとおりです。

市政情報を得るために「広報とやま」をお読みいただいている割合が最も高く、その他の

上位には、「ごみの分別排出と減量化」「水資源の保全のための節水」「エコライフスタイルの

推進」「地域の環境美化活動」「身近な地域の緑化」といった、環境に対して身近で出来る取

り組みが多く挙げられています。また、自らの健康維持に関する取り組みである「定期的な

健康診断の受診」「健康増進のためのスポーツ・レクリエーション活動」も上位にみられます。

【普段から行っている取り組み】 

＊ 無回答 は表示していない
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